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黛
讐
．

簿
．
姦
離

”
麟
饗
態
、
（送迎バス）雪が降っても家の近くまで送迎があるので、

気楽に通えます。バスに乗ると仲間の顔がそろっていて、

笑顔が広がるひとときです。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　入馬
牽　　　　　　　　　　　　　　　　四場
　　　　　　国道U7号線　　　　　　　小　　バス停（馬場）

　　バス停
　　　　（水沢）

越後水沢駅

　　　　　　　　　　ゴ
　1・　　　　　　○購

　　　　　　　　案内
　　　　　　　　看板

老人福祉センター

　平成園

鍬飯山線

土
市
内
板

ロ一
■
甲

層劉

集・平成園辱

麗

レ施設名十日町市老人福祉センター「平成園」
レ場　　所　十日町布大字馬場乙512番地1

レデイサービス事業

　1．事業の利用者　おおむね65才以上の虚弱等の理由で日常

　　生活を営むことに支障がある人

　2．事業の内容①食事の提供②生活指導③身体的・精神的
　　な疲労の回復と気分転換を図れるような休養の機会を与え
　　る（養護1④送迎⑤健康チェック⑥配食サービス

　3．利用時間　午前9時から午後4時まで（土躍は正午まで〉

　4．利駕料　1日500円（昼食奮む）
＞老人福祉センター事業

　垂．利踊者　原則として市内に屠住するβ◎歳以上の人

　2．事業の内容　①各種相談②教養講座の実施③老人クラブ

　　に対する援助

　3．使用料　個人欝◎円、団体1人につき呂の周

レ聞聡・奮わせ　粧会福癒事務所粒会係（讐解一3m内線136）ま

痘は平成園鰺5雛3⑨24）儀。

　
昨
年
四
月
、
馬
場
第
一
地
内
に
開
園
し
た
十
日
町
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
平
成
園
」

は
開
園
後
一
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け
た

り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
健
康
を
維
持
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
ま
た
在
宅
の
お
年
寄
り
を
対
象
と
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
六
人
の
職
員
が
運
営
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
こ
の
一
年
間
利

用
者
が
順
調
に
増
え
続
け
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
し
て
地
域
の
老
人
福
祉
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
に
な
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
多
く
が
住
み
な
れ
た
地
域
社
会
で
住
み
続
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
現

在
、
こ
れ
か
ら
の
老
人
福
祉
は
在
宅
で
生
活
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
な
ど
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
今
月
は
多
く
の
お
年
寄
り
に
利
用
さ
れ
て
い

る
平
成
園
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

霧
灘
鍵
縫

灘

　
麟
羅
．
灘

　
　
　
　
　

麗
慧
、

醐
嚢
糞
縫

（軽運動）　　「うまく入るかな」輪投げやボウリングで楽

しく体を動かします。雪のない季節は博物館や魚沼スカイ

ラインに出かけ、楽しみながら歩いていただき大好評でし
た。

2



（昼食）　皆さんの楽しみはお風呂と食事です。調理員さんがお

年寄りが食べやすいように工夫して食事を作ってくれます。大勢

でにぎやかに食べるごはんの味はまた格別です。

①

雛

繁

（ゲートボール）　平成園には機能回復室を利用した、この地域

では数少ない屋内ゲートボール場があります。冬期間は毎日のよ

うにゲートボールクラブの人たちが利用しています。

　
讃
隼
蒐
羅
成
園
が
畿
来
た
と
き
か
ら
こ
、

ち
趨
催
撞
話
雄
な
っ
《
鱒
ま
す
。
週
に

心
蹟
ず
つ
ほ
と
ん
ど
蕪
週
来
《
協
ま
す
。

逓
く
諜
癒
送
ゆ
迎
え
じ
《
も
ら
っ
誕
、

係
の
義
熱
捲
は
撲
く
じ
て
も
ら
っ
《
、
，

護
護
雄
楽
る
田
が
楽
し
み
驚
す
ね
．
笥
講

懸
の
ワ
ル
ツ
臨
を
炎
き
な
声
で
歌
う
の

と
、
風
醗
に
入
る
の
を
楽
し
券
に
し
《

麟
韓
す
。

　
蒙
■
に
瞬
る
と
網
事
も
な
く
こ
も
嚇
瀞

ぢ
な
の
響
、
こ
う
騨
う
施
設
が
あ
る
と

黍
当
に
宥
爆
難
騨
で
す
。

（入浴）　平成園の浴室は午前9時から午後4時までい

つでも入れます。ゆったりお湯につかれば、まさに温泉
気分でのんびりできます。

尾身友一ざん
　（鯛歳・鉢1）

騨灘

　鋸　

晦・

、、邊》　　鍵

撫
、

（健康チェック）　脈拍は？血圧は？心配な

のはやっぱり健康状態。看護婦さんが健康状

態をチェックしてくれます。

3　　とrお∬詐3平成4年3月10日・

『｝一一一’『一醐
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藪
侮
讐
儀
叢
協
殉
蓬
澄
願
い
し
ま
す

前
年
よ
り
64
㎞
減
の
脚
㎞

　
　
　
－
平
成
4
年
度
水
田
農
業
確
立
対
策
1

　
平
成
3
年
度
の
転
作
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
家
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
今
年
度
の
転
作
目
標
面
積
は
、
64
㎞
減
っ
て
4
㎞
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
的
な
作
柄
の
低
下
等
に
伴
う

軽
減
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
結
果
で
す
。
他
用
途
利
用
米
に

つ
い
て
は
、
希
望
数
量
を
配
分
し
ま
し
た
。

　
転
作
計
画
の
策
定
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
農
家
組
合
内

で
十
分
な
話
し
合
い
を
行
い
、
計
画
的
な
転
作
が
図
ら
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
集
団
転
作
が
有
利
で
す

（）は前年対比転作目標面積

平成4集度
欝標癒積

嶽匿

24LO6ha（r 65．04）ha一般転作

98．98ha（＋0．98）ha他用途
利用米

内
　
訳

340．04ha（一64．06）ha計合

　
集
落
内
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
転
作
団
地
と
互
助
制
度

を
作
る
と
集
団
転
作
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
互
助
制
度
と
は
、
関
係
農
家
で
資
金
を
出
し
合
っ
て
転

作
に
よ
る
損
益
を
均
等
化
す
る
制
度
で
す
。
今
年
度
は
北
・

南
鐙
坂
、
中
村
が
新
た
に
加
わ
っ
て
、
市
内
で
は
1
6
地
区

集
落
が
集
団
転
作
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
市
お
よ
び
農
協
で
は
、
転
作
助
成
金
各
種
加
算
金
が
つ

く
集
団
転
作
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
㎜

（10a当たり）国・市の転作助成金

※
一
般
作
物
・
永
年
性
作
物
等
で
高
能

率
生
産
単
位
育
成
加
算
に
該
当
す
る
場

合
は
、
生
産
性
向
上
加
算
は
2
6
、
0

0
0
円
と
な
り
ま
す
。

区　　分
基本額
／蟹1欝／

国の蜘算額
市の蜘算額生産牲陶

上等蜘算
地域営農
蜘　　算

転
　
作

一般作物
　　　円
14，000

　　　円20，000

（粥滑）

　　　円
10，000

　　　　　円
5，000（大豆）

永年性
作物等

19，000
20，000

（粥欝） 10，000

特例作物 4，000
5，000
（騰謡響） 10，000

5・…〔1饗1

保全管理 4，000

一 ｝
通年施行
（国・県の補助事業）

5，000

｝
1，000

下水道の供用区域が
　　広がります

臼
つ
な
ぎ
込 みにご協力ください

北越保育園幼年消防隊が
優罠クラブ表彰に輝く
一一母と子の防火全国大会で

　
3
月
31
日
か
ら
、
次
の
区
域
が
供
用

開
始
さ
れ
ま
す
。

■
供
用
開
始
区
域

　
城
之
古
東
町
、
城
之
古
1
、
北
新
田

1
・
2
、
妻
有
町
東
1
、
妻
有
町
西
1
、

川
治
内
後
、
川
治
下
町
1
・
2
・
3
、

高
田
町
6
の
そ
れ
ぞ
れ
各
一
部

　
こ
の
区
域
の
家
庭
や
事
業
所
で
は
、

①
台
所
、
風
呂
場
、
浄
化
槽
な
ど
か
ら

出
る
汚
水
は
速
や
か
に
下
水
道
に
つ
な

ぎ
込
ん
で
く
だ
さ
い
．
②
汲
み
取
り
便

所
は
、
3
年
後
の
平
成
7
年
3
月
3
0
日

ま
で
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
く
だ
さ

い
。
③
建
物
を
新
築
し
た
り
、
増
・
改

築
で
便
所
を
改
造
す
る
と
き
は
、
水
洗

便
所
で
な
い
と
建
築
基
準
法
の
許
可
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
供
用
開
始
の
区
域
の
縦
覧
が
で
き
ま

す
。

　
〈
と
　
き
〉
3
月
1
6
日
㈲
～
3
0
日
㈲

　
〈
と
こ
ろ
〉
下
水
道
課

■
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
管
理
係

　
（
内
線
罰
・
鵬
）
へ
。

（1月31日現在）水洗化普及率

処理匿域 対象棟数 接続糠数 氷洗化率

中央第1処理分区 2，518 2，323 92．2％

中央第2処理分区 1，598 1，230 76．8％

川治処理分区 422 117 27．7％

公共下水道合計 4，538 3，670 80．8％

吉田北部地区 376 266 70．7％

北
越
保
育
園
（
中
村
田
鶴
子
園
長
）
　
　
か
れ
た
母
と
子
の
防
火
全
国
大
会
で
優

で
作
っ
て
い
る
北
越
保
育
園
幼
年
消
防

隊
は
、
二
月
二
十
日
㈲
、
山
口
県
で
開

良
防
火
少
年
ク
ラ
ブ
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。　
防
火
の
し
つ
け
ば
幼
年
期
か
ら
と
い

う
こ
と
で
、
幼
年
消
防
隊
を
結
成
し
た

の
が
昭
和
六
十
一
年
。
以
来
毎
月
行
っ

て
い
る
避
難
訓
練
の
ほ
か
、
十
月
の
火

災
予
防
週
間
中
に
は
「
防
火
を
約
束
す

る
日
」
の
行
事
を
行
い
、
「
火
遊
び
を
し

ま
せ
ん
」
「
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
で
遊
び
ま

せ
ん
」
な
ど
防
火
の
四
つ
の
約
束
を
誓

っ
た
り
、
町
内
を
パ
レ
ー
ド
し
火
の
用

心
を
呼
び
か
け
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
普
段
の
保
育
や
遊
び
の

中
で
防
火
意
識
を
高
め
、
身
に
つ
け
て
、

保
育
園
は
も
ち
ろ
ん
地
域
や
家
庭
の
中

で
の
防
火
に
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
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第
1
1
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
ス
キ
ー
竸
技
会

兼
9
2
全
日
本
ジ
ュ
一
一
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
ラ

　
　
◆
3
月
2
3
㈲
・
24
㈹
・
25
㈱
日
　
◆
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

　
働
全
日
本
ス
キ
i
連
盟
主
催
の
第
n
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
i
競
技
会
兼
92
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
が
3
月
2
3
日
・
2
4
日
・
2
5
日
の
3
日
間
、

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
公
認
会
場
で
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
国
体
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
全
中
な
ど

に
出
場
し
、
上
位
の
成
績
を
あ
げ
た
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
。
地
元
十
日
町
勢
か
ら
も
多

数
の
選
手
が
出
場
し
、
健
闘
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
各
地
か
ら
選
ば
れ
た
約
5
0
0
人
の
選
手
の
力
走

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

難

◆
3
月
鵠
日
㈱
、
　
　
　
，

　
▽
午
後
5
時
日
開
会
式
（
タ
ロ
ス
麹
）

◆
霊
月
脳
日
㈹

　
▼
竿
前
麹
時
榊
男
暴
麹
癒

　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
（
タ
灘
シ
ガ
ル
）

　
▼
午
後
霊
蒔
唇
斐
畢
遜
麟

◆
3
月
舖
團
㈱
き

　
　
　
　
　
　
　
モ
ら
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ゾ

▼
釜
響
騰
灘
阿
認
露
懸
フ
蓬

　
▼
午
繭
嚢
蒔
舗
醗
女
藩
5
蜘

　
▼
架
後
1
時
一
識
ン
バ
イ
ン
総
麹
臨

　
　
（
グ
ン
ダ
獲
セ
ン
露
式
）

※
ス
ペ
鷲
ヤ
ル
・
譲
ン
バ
漏
ン
欝
逡
ヤ
ン

プ
は
塩
沢
町
営
蕎
灘
蝿
幽
シ
ャ
ン
ツ
轟
懸

行
わ
続
ま
嚢
．

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

付
近
の
会
場
図

駐

車

場

（体育館

ヨ
哉

歓
迎
所
　
　
　
　
　
県
　
　
道

物
品
販
売
所

接
待
所

ム
村

↑　＼　　仮設トイレ
参加チー
テン　ト

　　へ＼

塾 ぐ一一周回　　　　　　　←

障　　←。START スタ　團＼

アツブコース

ノ

アツプコース

ワックステストコース

　　、、　　　　　、
一鯛一■一』　　　　　　　、

望團　譲1

⊃li図
ノ
／
ノ図

覇
　　　＿一一ρ　　　　　　選手出口

　　　　成績仮発表所

一
トイレ

吟
砂
　
㌧

や
＆
．
細

オ

周回→

　　　　ゼッケンテント

クロスカントリー競技本部

翁

競技役員駐車場

　
　
　
N

↑

臥
　
↑
1

ノ

■
平
成
4
年
4
月
1
日
㈱
よ
り
体
育
施

設
の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す
。
屋
内
・

屋
外
施
設
の
年
間
券
の
料
金
は
下
の
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
許
可
の
期
間
は
2
力
年
以
上
の
会
計

年
度
に
わ
た
り
ま
せ
ん
。
②
期
間
計
算

は
1
月
に
満
た
な
い
場
合
は
1
月
と
し

ま
す
。
③
シ
ー
ズ
ン
と
は
施
設
開
場
日

か
ら
閉
場
日
前
日
ま
で
を
い
い
ま
す
。

■
申
し
込
み

　
総
合
体
育
館
（
暦
52
－
4
3
7
7
）
へ
。

施　設　名
一般・

高校生
中学生

以　下

＜共通＞

総合体育館

市民体育館

武道館

4カ月券

6カ月券

12カ月券

1，200円

1，800円

3，000円

　600円

　900円

4，500円

庭球場
陸上競技場

4カ月券

シーズン券

1，000円

1，800円

500円

900円

　
平
成
4
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
保

険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
奉
仕
活
動

な
ど
の
際
の
障
害
事
故
や
第
三
者
に
与

え
た
損
害
を
補
償
し
、
ま
た
心
臓
マ
ヒ

な
ど
の
突
然
死
に
見
舞
い
金
を
支
払
う

な
ど
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
補
償
制

度
で
す
。
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
加

入
で
き
ま
す
の
で
、
万
一
に
備
え
加
入

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
へ
。

匿分

・ヌ謎騒ツ少無
圃鞍ゼ索購塗
以蘇の薮ルー
フ。

載戴爾文駕繕
勧、奉佳渚動
のグループ

・老太クラブ翻藤

嚢潮

・ママさんバレ
ーなど地蟻激
潔一ツのグル
ープ
・高校の運動
部・会裡など
の同婬会

掛金 360円 500円 1，100円

傷
害
保
険

後遺障害

死亡
最高
1，400万円

最高
　400万円

最高
1，400万円

入院 1日につき　4，000円
1日につき
　1，800円

1日につき
　4，000円

通院 1日につき　1，300円
1日につき
　　800円

1日につき
　1，300円

賠償責任保険

（補償限度）
対人賠償1億円　　（自己負担1，000円）
対物賠償500万円　（自己負担1，000円）

共　済
見舞金

突然死および日射病、熱射病による死亡
　　　　　　　　　　　　　　50万円

臼
と
　
き
　
4
月
2
9
日
㈱

日
）
雨
天
決
行

■
参
加
資
格
　
健
康
な
人

下
は
保
護
者
同
伴
）

（
み
ど
り
の

（
小
学
生
以

■
コ
ー
ス
▼
A
コ
ー
ス
52
㎞
”
津
南
町

発
▼
B
コ
ー
ス
4
2
㎞
”
中
里
村
発
▼

C
コ
ー
ス
2
5
㎞
”
川
西
町
発
▼
フ
ァ

　
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
ー
2
㎞
”
小
千
谷
市
発

■
ゴ
ー
ル
　
小
千
谷
サ
ン
プ
ラ
ザ

■
申
し
込
み
　
4
月
1
5
日
㈱
ま
で
に
総

合
体
育
館
ま
た
は
、
市
観
光
協
会
（
市

役
所
内
盈
5
7
1
3
3
4
5
）
へ
。

個
人
住
宅
建
設
資
金
融
資

　
　
　
の
利
率
が
引
き
下
げ

　
平
成
4
年
2
月
麗
日
住
宅
金
融
公
庫

法
施
行
令
等
の
心
部
を
改
正
す
る
政
令

が
公
辮
さ
れ
、
甫
報
2
月
1
0
「
日
号
で
お

知
ち
懸
じ
た
個
人
住
宅
建
設
資
金
融
資

の
利
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
廿

▼
通
常
融
資
く
当
初
麹
年
閥
V

　
鷲
％
↓
輔
％
、
麟
箔
↓
猫
％
、
盤
％

　
↓
驕
％
〈
n
年
園
以
降
V
駐
％
毒
蟹

　
％
▼
特
別
融
資
　
麗
％
↓
駆
％

とお・ガ夢雪平成4年3月10日5



ー
　
に
『

講談で健康づくりを訴える
　～第6回とびたり健康まつり～

　
第
六
回
と
び
た
り
健
康
ま
つ
り
が
、
三
月
一

日
㈲
飛
渡
地
区
公
民
館
で
開
か
れ
、
地
元
の
主

婦
や
お
年
寄
り
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
栄
養
士
の
樋
口
ま
さ
み
さ
ん
に

よ
る
成
人
病
予
防
の
話
と
減
塩
み
そ
汁
の
試
飲

が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
講
談
師
の
宝
井
琴
桜

さ
ん
が
、
講
談
で
健
康
づ
く
り
を
訴
え
ま
七
た
。

中
で
も
こ
れ
か
ら
は
男
性
も
身
の
回
り
の
こ
と

が
で
き
な
く
て
は
と
、
男
性
に
と
っ
て
は
耳
の

痛
い
話
な
ど
、
豊
富
な
話
題
に
会
場
は
お
お
い

に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

宝井琴桜さんの講談に酔う参加者

轟

「サンヨ、サンヨ」の

　　　　かけ声で春を呼ぶ
　’～多聞天裸押合祭り～

　
五
穀
豊
穣
と
商
売
繁
盛
を
願
う
伝
統
の
多
聞

天
裸
押
合
祭
り
が
、
三
月
三
日
㈹
夜
来
迎
寺
境

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
り
の
幕
開
け
は
「
ネ

コ
サ
ン
ヨ
行
列
」
。
雪
ま
つ
り
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル

に
も
参
加
し
た
多
聞
天
青
年
部
の
皆
さ
ん
を
先

頭
に
、
子
供
た
ち
も
参
加
し
て
「
サ
ン
ヨ
、
サ

ン
ヨ
」
の
掛
け
声
で
駅
前
か
ら
来
迎
寺
ま
で
練

り
歩
き
ま
し
た
。

　
境
内
で
は
、
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、
四

百
人
余
り
の
チ
ビ
ッ
コ
が
、
ま
か
れ
る
福
礼
を
，

わ
れ
先
に
取
ろ
う
と
激
し
い
も
み
合
い
を
繰
り

返
し
、
黄
色
い
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
は
消
防
署
の
職
貝
が
下
帯
姿
で
久
々

の
参
加
。
一
月
一
日
か
ら
連
続
無
火
災
を
記
録

し
て
い
る
記
念
に
「
ま
と
い
」
を
奉
納
し
て
、

青
年
部
の
皆
さ
ん
と
激
し
い
押
し
合
い
を
繰
り

返
し
、
春
を
呼
ぶ
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

連続無火災を記念して「まとい」を奉納

J
q糞ち

の

⑳

一一一
一
一

■　　■　　■

▼

児玉直子さん
　（3年）

地
域
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
わ
た
し
た
ち
の
中
学
校
で
は
、
昨
年

か
ら
年
に
二
回
、
地
域
へ
の
奉
仕
の
た

め
に
「
地
域
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
全
校
生
徒
で
吉
田
の
地
域

を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
始
め
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
今
で
は
、
最
初
の
時
よ
り

も
ず
っ
と
ご
み
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
前
回
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、

雨
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
生
徒
一

人
一
人
が
協
力
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ご
み
が
山
に
な
る
ほ

ど
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
ご
み
を
む

や
み
に
捨
て
た
り
、
空
き
缶
を
投
げ
捨

て
た
り
し
な
い
よ
う
注
意
し
、
こ
の
運

動
を
続
け
て
吉
田
の
地
域
か
ら
ご
み
が

な
く
な
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
っ
て
い
き

　　　　　　　穣　　　　　慧　　　鵜　　圏欝

た
い
と
思
い
ま
す
。

〔佐膿繁壽人〕

ごみのない吉田がわたしたちの願㌧
春日淳子さん
　　（3年）

無
遅
刻
二
百
日
を

　
　
　
　
達
成
し
で

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
無
遅
刻
－

百
日
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運

動
は
去
年
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
な
か

6



、

この個性が作品にもあらわれます

陶芸グループ『かいらぎ』
　　　　（斎木文夫会長）

　　　陶芸グループ「かいらぎ」は、1980年の春に公民館本

欝墾鰺翻翻蓬禦諜論蝶鋼
のことです。
　　　会員は20代、30代を中心に15人。毎週金曜日の夜、公
灘民館本館に集ま・て作臨嚇会員同士で教え合

纏震欝謂肝大月窯の今成さんから指導しても

悲　　　地元の粘土は、残念ながら耐火度が低いうえ、鉄分が
　甲　o　し　ロ　ド　じ　ロ　ロ

羅薯競鮭手蕪㌘裁郷瀟難鵜盾蓉製

魅
　■
慧合焦雪まつりの出店を見合わせたところ、たくさんの

霧　
、
鍵

　
　
　
．
懸
、

か、個人で備える者も出てきました。

公民館文化祭、市展、雪まつり等で、わたしたちの作

品をご覧くださった方も多いことと思います。今年は都

お問い合わせをいただきました。思いがけずわたしたち

のファンがいてくれたことを、みんなで喜び合いました。

陶芸は奥が深く、気に入った作品はなかなかできない

もので、そこがまた魅力でもあります。今年は結成10周

年記念の展覧会を開く予定です。そのときは、ぜひそん

な世界に触れてみてください。

教えたり、教えられたり……

わが家の自慢、住みよい
　　まちづくりに20点の応募
～克雪タウンづくりコンテスト表彰式～

　
三
月
四
日
㈱
克
雪
タ
ウ
ン
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、
住
宅
の
部

の
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
中
町
和
男
さ
ん
（
為
永
）

ら
八
名
の
皆
さ
ん
に
賞
状
と
賞
金
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
が
雪
国
の
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
と
克
雪
住
宅
の
普
及
を
目
指
し

て
、
昨
年
十
月
か
ら
募
集
し
て
い
た
も
の
で
、

モ
デ
ル
地
区
の
部
に
五
点
、
住
宅
の
部
に
十
五

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

▼
住
宅
の
部
　
最
優
秀
賞
鮭
中
町
和
男
（
為
永
）

優
秀
賞
”
樋
口
功
（
高
田
町
三
西
〉
樋
口
利
明

（
上
町
）
　
▼
モ
デ
ル
地
区
の
部
　
優
秀
賞
鈷

高
橋
哲
義
（
高
田
町
四
）
樋
口
利
明
（
上
町
）

な
か
百
日
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

ら
れ
る
こ
と
は
、
生
徒
の
遅
刻
に
対
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

る
自
覚
が
足
り
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
す
。
そ
こ
で
そ
の
反
省
を
生
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

て
、
今
年
は
、
生
活
委
員
会
が
毎
朝
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

門
の
前
に
立
っ
て
、
あ
い
さ
つ
運
動
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

並
行
し
て
行
う
と
い
う
取
り
組
み
方
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

変
え
ま
し
た
。
生
活
委
員
会
が
立
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
㊧
意
識
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
四
月
か
ら
始
め
た
運
動
も
、
　
　
　
わ
た
し
た
ち
は
、
卒
業
し
て
し
ま
い

二
学
期
の
初
め
に
は
百
日
、
そ
し
て
三
　
　
ま
す
が
、
こ
れ
か
ぢ
も
三
百
日
、
四
百

学
期
に
は
、
二
百
日
ま
で
達
成
す
る
こ
　
　
日
と
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
が

と
が
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
憂
多
多
｝
｝
｝
｝
》
｝
｝
多
多
多
3
ず
調

ま
つ
こ
わ
た
、
た
あ
す
。

7指6ガ辞3平成4年3月10日



L ．一．
目

、　隻1

議、

柳

　
　
　
雅
之
さ
ん

（
宮
本
畿
輻
曇
無
歳
）

園　京の電機大学を卒業し、会社に勤めて4年目。　　　　　　　　　　　　　　倫　　　　　　　　　　　　　■　長男で親に懇願され地元に戻ってきました。

会社は家からも近く、自分で学んだことが生かさ

れる職場だったんで入社しました。仕事は設計、

試作、実験を手がけています。寸法をまちがえた

りと失敗もありますが、自分の作った製品が車に　．

あったのを見つけたときは本当に喜びを感じます。

園ポーツが大好き・夏は野毬冬はスキーと休

　みのほとんどをスポーツに打ち込んでいます。

26歳になったんで早く結婚をと考えていますが、

出会うチャンスがなく、ただ今募集中です。やさ

しくてかわいいタイプの人がいいですね。

圏　働条件が良く、賃金も全国レベルまであがれ
　ば若い人も十日町に戻って来るのではないで

しょうか。また、魅力あるまちにするためにも、

大きな公園が欲しいです。リスなど小動物が自由

に遊び、人と交わえるそんな公園がいいですね。

灘総職
　
　
義

　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

社るナ明
の人1日

の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

斎

（
㈱
柳
建
難
辮
勤
棚
歳
）

木
静
　
子
さ
ん
團門学校を卒業して・2年町ログラ2一存し

　　ていましたが、住宅やインァリアコーディ不一

　ターに興味があって2年前に入社しました。仕事

　は庶務と設計のサポート、パソコンで図面を作る
　キヤド　CADです。苦心の末、初めて作った点と線だけの

　図面から完成した建物を見たときは、とても感激
望

　しました。今の目標は、来年受験できるインテリア

　コーディネーターの国家試験に合格することです。

團磨鴬嵩♂慧蕊暴繧磐繍鴎

性は誠実で一本筋が通っている’人。ジョン・ロー

　ンにあこがれています。

圏　　まつりは有名で街中がにぎわいますが、雪の
　　ない時から観光客や市民にP　Rできる企画が

　必要だと思います。雪の結晶をイメージしたり、

夏に雪を利用したイベントを企画したり、一年中

雪に触れられるまちづくりを望んでいます。

0
ヂ
0
つ
◎
0
0
0
0
e
O
◎
0
0
⑤
0
0
0
0

鯵
窮
必
岬
N

0動

　
岩
手
県
の
最
北

接
し
て
い
る
二
戸

さ
と
で
す
。
人
口

周
り
を
山
で
囲
ま

ま
す
。
雪
の
量
は

屋
根
の
雪
下
ろ
し

ま
せ
ん
が
、
寒
さ

　
は
真
冬
日
が
い
っ

　
気
温
が
零
度
を

じ
ま
す
。
寒
さ
で

ら
ら
が
で
き
る
の

ら
落
と
し
を
や
り

　
　
二
戸
の
主
産
業

心
で
す
が
、
山
の

　
ご
も
た
く
さ
ん
植

　
ん
ご
の
木
の
オ
ー

集
っ
て
い
る
そ
う

　
　
観
光
地
と
し
て

　
き
ょ
う
　

お
が
み
い
わ
　
　
め

峡
。
男
神
岩
、
女

馬
淵
川
が
流
れ
、

　
キ
。
ほ
ど
続
き
、
特

　
あ
り
ま
す
。

　
　
街
外
れ
に
は
、

か
つ
て
南
部
藩
の
湯

σ

端
で
、
青
森
県
に
隣

市
が
わ
た
し
の
ふ
る

は
三
万
人
ほ
ど
で
、

れ
盆
地
に
な
っ
て
い

あ
ま
り
多
く
な
く
、

を
す
る
こ
と
は
あ
り

は
厳
し
く
一
・
二
月

ぱ
い
あ
り
ま
す
。

越
え
る
と
暖
か
く
感

軒
先
に
は
大
き
な
つ

で
、
と
き
ど
き
つ
ら

ま
す
。

は
農
業
で
野
菜
が
中

斜
面
な
ど
に
は
り
ん

え
ら
れ
て
い
て
、
り

ナ
ー
制
度
に
人
気
が

で
す
。

　
　
　
　
　
　
ば
せ
ん

は
、
景
勝
地
の
馬
仙

が
み
い
わ

神
岩
の
断
崖
の
下
を

き
れ
い
な
渓
谷
が
二

に
紅
葉
は
見
応
え
が

翻県

継

竪灘

ひ縫観毫

1
1
戸
湘

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
た
い
ち

治
場
と
し
て
栄
え
た
金
田
一
温
泉
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
は
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
で
皮

膚
病
や
胃
腸
病
な
ど
に
効
く
う
え
、
湯

量
も
豊
富
で
あ
る
こ
と
か
ら
温
泉
組
合

で
は
有
料
で
温
泉
の
宅
配
を
し
て
、
家

庭
か
ら
は
温
泉
気
分
が
味
わ
え
る
と
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
高
校
を
卒
業
し
て
東
京
で
働
い
て
い

た
と
き
、
大
学
生
で
ア
ル
バ
イ
ト
に
来

て
い
た
主
人
と
知
り
合
っ
た
の
が
縁
で

結
婚
し
、
十
日
町
に
来
ま
し
た
。
十
日

町
は
、
交
通
の
便
は
ち
ょ
っ
と
悪
い
で

す
が
人
柄
が
と
っ
て
も
良
く
、
い
い
所

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

9

鰐

小
、 海淳子さん
　　（原・29歳）

し
市
伽
戸

に
一
一県手山石

8



●
●

60

〈材料〉（7～8人分）

じゃがいも…中5個、マヨ

ネーズ…大さじ5～6￥カ

レー粉…小さじ1～2￥砂

糖…大さじ％￥サラダ菜…

少々

坂田佐喜さん

（盃」興1蝿）

　
も
う
一
晶
、
欲
し
い
と
き
に

　
こ
の
ご
ろ
、
食
事
の
支
度
は
お
母
さ

ん
に
任
せ
っ
き
り
で
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
と
っ
て
も
手
軽
に
で
き

る
我
が
家
お
勧
め
の
一
品
で
す
。

　
緑
の
サ
ラ
ダ
菜
と
少
し
黄
色
の
じ
ゃ

が
い
も
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
温
か

い
う
ち
が
特
に
お
い
し
い
と
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉
①
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む

き
、
さ
い
の
目
切
り
に
し
て
水
に
さ
ら

す
。②
ボ
ー
ル
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
カ
レ
ー
粉
・

砂
糖
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
く
。

③
水
を
切
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
は
、
ふ
き

ん
で
軽
く
水
気
を
ふ
き
取
る
。

④
熱
し
た
油
で
き
つ
ね
色
に
な
る
く
ら

い
に
揚
げ
、
熱
い
う
ち
に
②
の
ボ
ー
ル

に
入
れ
て
さ
っ
と
混
ぜ
る
。

⑤
サ
ラ
ダ
菜
を
敷
い
た
お
皿
に
盛
り
つ

け
る
。

※
甘
さ
、
辛
さ
は
好
み
に
よ
り
加
減
し

て
く
だ
さ
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

耀
羅
灘
霧
態
馨
難
雛
難
縫
灘
繍
灘
灘
鱗
辮
撒
灘
欝
糀

鑛
灘
麟
鰻
講
・
．

　
　
　
　
　
き

灘
灘
難
馨

　鞭
鍍

磯

盤，鐘雛難羅宅犠㌔

畿璽懸桑原絵里藁蛾

薩　　　　　1　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　．　　　里志・薫さん長女
説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　贈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桜木町）

　保育所から帰ると“キティちゃん”のピアノで遊んだり「赤

ずきんちゃん」や「フランダースの犬」の本を見ているの。で

も本当はお父さんから読んでもらうのを楽しみにしているのよ。

北原保育所

　　　⑰グ

　鰭霧

　かわいいおひなさまでしょ。新

聞紙の手作り紙ねんどで作ったの。

目やロを書くのが楽しかったわ。

　手作り紙ねんどのおにの面だよ。

かみの毛つけがむずかしかったん

だ。ぼくに似てるってほんとかな。

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

関
原
美
智
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

富
井
健
文
く
ん

《
》
∩
習

《
U
G
ハ
U
n
U
4
∪
6
G
G
O
n
じ
G
β
U
G
’
ピ

診
o

㌧
こ
㌧
．

福
島
秀

　
珠
川
に
開
拓
で
上
が
っ
た
の
は
俺
な

ん
て
が
一
番
早
い
方
で
、
そ
の
時
は
念

珠
と
い
っ
た
。
そ
れ
を
新
し
く
開
拓
が

始
ま
り
念
珠
の
珠
と
村
に
流
れ
て
い
た

大
井
川
の
川
を
と
っ
て
珠
川
に
変
え
た
。

　
最
初
、
満
州
移
民
の
訓
練
基
地
と
し

て
開
発
営
団
が
水
沢
に
事
務
所
を
置
い

て
そ
、
訓
練
基
地
を
作
る
た
め
に
仕
事

を
始
め
た
。
そ
れ
が
終
戦
に
な
っ
て
開
発

営
団
の
仕
事
が
そ
っ
く
り
国
の
増
産
計

画
の
仕
事
に
肩
代
わ
り
し
た
形
に
な
っ

て
、
二
十
一
年
に
開
拓
に
飛
び
込
ん
だ
。

　
当
時
、
帰
農
組
合
と
い
う
の
が
あ
っ

た
が
、
補
助
金
や
融
資
を
受
け
る
た
め

に
開
拓
農
業
協
同
組
合
を
作
る
こ
と
に

な
っ
た
。
か
ら
っ
き
し
知
識
も
な
か
っ

延
さ
ん

（
珠
川
2
・
6
6
歳
）

∈
　
G
　
G
　
　
G
｝

鍵縁

た
し
、
そ
の
定
款
を
作
る
の
に
非
常
に

骨
折
っ
た
。
県
庁
に
出
す
書
類
が
真
っ

赤
な
付
せ
ん
で
い
っ
ぺ
に
な
っ
た
。
そ

の
時
あ
る
程
度
学
校
に
出
な
け
れ
ば
と

い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
ね
。

　
学
校
造
る
と
き
に
も
苦
労
が
あ
っ
て

ね
。
な
ん
と
し
て
も
学
校
造
ら
ん
け
ば

な
ら
ね
と
い
う
こ
と
で
、
予
算
の
話
で

県
に
行
っ
て
、
そ
こ
で
金
沢
の
農
地
事

務
局
に
行
け
と
い
わ
れ
た
が
、
金
が
な

く
て
課
長
か
ら
個
人
で
金
を
貸
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
電
気
が
来
た

の
は
二
十
七
年
。
あ
の
当
時
は
電
柱
か

ら
電
線
、
が
い
し
ま
で
こ
っ
ち
も
ち
で
、

電
柱
ま
で
自
分
た
ち
で
立
て
た
。
最
後

は
金
が
足
り
な
く
な
り
、
電
気
の
方
の

親
方
し
て
た
ん
で
、
て
め
え
の
林
の
木

を
切
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
リ
ゾ
ー
ト
で
変
わ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、
い
い
方
向
に
変

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
避
け
て
通
る
訳

に
は
行
か
ね
が
、
こ
こ
の
集
落
が
つ
ぶ

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
し
ち
ゃ
な

ら
ん
。
本
当
に
良
か
っ
た
と
後
で
喜
べ

る
よ
う
な
リ
ゾ
ー
ト
を
造
っ
て
も
ら
わ

ん
じ
ゃ
な
ら
ん
。

平成4年3月10日9とおガ』晴
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国
民
年
金
保
険
料
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
月
額

9
、
0
0
0
円
か
ら
9
、
7
0
0
円
に

な
り
ま
す
。
付
加
保
険
料
は
月
額
4
0

0
円
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。
1
年
分
を
前

納
す
る
と
お
得
に
な
り
ま
す
。

　
前
納
し
た
場
合
と
毎
月
納
め
た
場
合

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
定
額
保
険
料
の
場
合

毎
月
納
め
る
と
　
▼
9
、
7
0
0
円
×

12

月
”
1
1
6
、
4
0
0
円

前
納
す
る
と
　
．
－
▼
1
1
3
、
5
9
0
円

－
年
問
の
差
額
は
　
▼
2
、
8
1
0
円

◎
定
額
と
付
加
保
険
料
の
場
合

毎
月
納
め
る
と
　
▼
1
0
、
1
0
0

円
×
1
2
月
鮭
1
2
1
、
2
0
0
円

前
納
す
る
と
　
▼
1
1
8
、
2
7
0
円

－
年
問
の
差
額
は
　
▼
2
、
9
3
0
円

◎
前
納
を
希
望
す
る
人
は

　
3
月
3
0
日
㈲
ま
で
に
市
民
課
年
金
係

で
、
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
を
分
割
す

る
も
の
で
す
。
管
轄
区
域
は
十
日
町
市
・

中
魚
沼
郡
・
南
魚
沼
郡
で
、
業
務
は
4

月
1
日
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
今
後
ま
す

ま
す
増
加
が
見
込
ま
れ
る
社
会
保
険
関

係
の
業
務
を
、
円
滑
に
進
め
る
と
と
も

に
、
管
内
の
事
業
主
、
被
保
険
者
、
受

給
者
そ
の
他
関
係
者
の
方
々
へ
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
が
図
ら
れ
ま
す
。

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
電
話
で
も

受
け
付
け
ま
す
）
平
成
3
年
度
以
前
か

ら
前
納
し
て
い
る
人
は
前
納
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

■
口
座
振
替
の
振
替
日
は
月
末
で
す

　
振
替
日
が
金
融
機
関
の
休
み
に
当
た

　
る
場
合
は
、
翌
営
業
日
に
な
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

　
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
農
業
や
商
工

　
業
な
ど
自
営
業
の
人
、
お
よ
び
学
生

　
は
「
第
一
号
被
保
険
者
」
で
、
国
民

　
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
な

　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
を
納

　
め
な
い
で
い
る
と
年
金
が
減
額
さ
れ

　
た
り
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金
係
（
盈

　
内
線
幽
・
燭
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
9

六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
が
新
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

筆
簸
講
鍛
簸
雛

　　　縫　　欝　　礁　麹謝懸

所在地
南魚沼郡六日町大字六日町
字北シ中93－17

且（0257）70－2211

　　　　　　　　　　箋　　　　　　　　講　　　　　　翻　　　　　鷺　　　懸

　
3
・
4
月
は
1
年
を

通
じ
最
も
異
動
が
多
い

時
期
で
す
。
水
道
料
金

の
精
算
に
つ
い
て
は
次

の
こ
と
を
お
願
い
し
ま

す
。①
事
前
に
水
道
局
事
務

係
（
市
役
所
2
階
）
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

②
下
水
道
料
金
精
算
の
届
け
出
に
つ
い

て
も
同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。

③
精
算
料
金
に
つ
い
て
は
現
金
で
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
水
道
局
事
務
係
（
盈

　
内
線
盟
）

　
　
、
擦
　

、
搬

慧
翻
．

讐
麟

遡
繍

範
囲
害
者
手
帳

　
心
身
障
害
者
の
保
護

者
が
万
一
死
亡
し
た
り

重
度
の
障
害
者
に
な
っ

た
り
し
た
と
き
、
世
話

を
し
て
い
た
心
身
障
害

児
・
者
に
、
生
涯
一
定

の
年
金
を
支
払
う
制
度

で
す
。

■
心
身
障
害
児
・
者
の

　
　
　
　
精
神
薄
弱
児
・
者
と
身
体
障

　
　
　
　
　
（
1
級
～
3
級
）
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
。
ま
た
、
障
害
が

同
程
度
の
人

■
加
入
で
き
る
保
護
者
　
市
内
に
住
所

　
の
あ
る
6
5
歳
未
満
で
健
康
な
人

■
加
入
ロ
数
・
掛
金
（
月
額
）
　
2
口

ま
で
加
入
、
掛
金
（
1
、
4
0
0
円

～
6
、
8
0
0
円
）
は
加
入
者
の
年

齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
盈
内
線
瀧
・
溜
）
へ
。

3
・
4
月
は
住
所
異
動
の
時
期
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
届
け
出
は

■
転
入
届
他
の
市
町
村
か
ら
移
っ
て

き
た
と
き
は
、
住
所
の
正
確
な
番
地

を
調
べ
て
転
入
を
し
た
日
か
ら
1
4
日

以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
…
…
認
印
、
前
住
所

地
の
市
町
村
で
発
行
し
た
転
出
証
明

書
、
国
民
健
康
保
険
証
（
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
に
転
入

し
、
加
入
す
る
場
合
）
、
離
職
票
、
年

金
手
帳
（
前
住
所
で
国
民
年
金
に
加

　
入
し
て
い
た
人
、
あ
る
い
は
会
社
を

　
退
職
し
て
き
た
人
）

■
転
出
届
　
十
日
町
市
か
ら
他
の
市
町

村
へ
転
出
す
る
と
き
は
、
転
出
す
る

直
前
に
転
出
先
の
住
所
と
転
出
予
定

　
月
日
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
学
生

　
の
場
合
も
通
学
で
き
な
い
学
校
に
入

　
　
早
目
に

　
　
っ
た
と
き
は
転
出
届
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
2
0
歳
以
上
の
学
生
は
新
住
所

　
地
で
国
民
年
金
加
入
手
続
き
が
必
要

　
で
す
。

　
持
参
す
る
も
の
…
…
認
印
、
国
民
健

　
康
保
険
証
（
加
入
者
の
み
）
、
印
鑑
登

　
録
証
・
老
人
医
療
費
受
給
者
証
（
交

　
付
者
の
み
）

　
■
転
居
届
　
市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た

　
と
き
は
、
移
っ
て
か
ら
1
4
日
以
内
に

　
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
持
参
す
る
も
の
…
…
認
印
、
国
民
健

　
康
保
険
証
（
加
入
者
の
み
）
、
年
金
手

　
帳
（
加
入
者
の
み
）

　
■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
市
民
係
（
智

　
内
線
燭
・
瑠
）
へ
。

お

北
越
北
線
に
名
前
を
付
け
て
く
だ
さ
い

～
応
募
は
市
報
2
月
2
5
日
号
と
一
緒
に
配
付
し
た
は
が
き
か
官
製
は
が
き
で
～

　
前
回
実
施
し
ま
し
た
北
越
北
線
イ
メ

ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
約
4
、
0
0
0

名
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果

を
も
と
に
、
北
越
北
線
の
線
名
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回
、
線
名

候
補
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
み
ん
な
の
鉄
道
の
為
に
ぜ
ひ
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
締
め
切
り
　
3
月
31
日
㈹

■
送
り
先
　
㈱
プ
リ
プ
ラ
「
シ
ー
ズ
」

　
内
北
越
北
線
開
業
準
備
会
「
線
名
ア

　
ン
ケ
ー
ト
」
係
（
〒
魍
東
京
都
中
央

区
銀
座
7
1
1
3
1
4
イ
ー
グ
ル
ゴ
ル

フ
ビ
ル
6
F
）

■
そ
の
他
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
募
い
た

だ
い
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
す
て
き

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈
し
ま
す
。
ア

　
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
を
な
く
さ
れ
た
人

　
は
、
地
域
開
発
室
に
少
し
予
備
が
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
北
越
急
行
開
業
準
備

会
（
盈
晒
ー
獅
1
5
5
1
1
内
線
2

　
3
7
1
）
、
地
域
開
発
室
（
暦
内
線
2

　
1
8
）
へ
。
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小
児
マ
ヒ
（
ポ
リ
オ
）
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

■
該
当
す
る
子
　
－
回
目
…
平
成
3
年

　
7
月
1
日
～
1
2
月
31
日
の
間
に
生
ま

　
　
の

　
れ
た
乳
児
　
2
回
目
…
平
成
3
年
1

　
月
－
日
～
平
成
3
年
6
月
3
0
日
の
間

　
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
。
そ
の
他
…
投

与
日
に
4
歳
未
満
で
、
ま
だ
2
回
受

け
て
い
な
い
幼
児

圃
投
与
の
方
法
　
6
週
間
以
上
の
間
隔

　
で
2
回
し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
間
隔

　
が
離
れ
た
場
合
で
も
2
回
受
け
て
く

　
だ
さ
い
。

■
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
子
　
①
発
熱

し
て
い
た
り
、
著
し
い
栄
養
障
害
の

あ
る
乳
幼
児
②
過
去
1
年
以
内
に
け

　
い
れ
ん
症
状
を
起
こ
し
た
乳
幼
児
③

下
痢
を
し
て
い
る
乳
幼
児
④
三
種
混

合
、
二
種
混
合
の
予
防
接
種
を
受
け

て
1
週
間
た
た
な
い
幼
児

■
投
与
前
の
注
意
①
お
子
さ
ん
の
健

康
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
問
診

票
の
記
入
が
で
き
る
人
が
連
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
。
都
合
の
つ
か
な
い
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
問
診
票
を
保
健

衛
生
課
に
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

②
投
与
前
は
、
健
康
管
理
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
③
投
与
日
は
、

朝
と
昼
の
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。
④
風
邪
な
ど
で
投
与
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

押
　
　
　
　
湖

～
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
り

分
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
下
あ

45

セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
て

時
健
　
　
　
　
　
　
　
　
田
し

－
保
　
　
　
　
　
　
　
吉
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
も

間
場
　
　
　
　
　
　
　
中
に

時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
官

付
　
　
　
　
　
　
　
　
熟
踊

受
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
公

■
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
区

地　　区 期　日

＋日町・新座・大井田

中条・吉田・六箇
4月2日休）

川治・下条・水沢 4月3日轡

　
る
の
が
不
安
な
と
き
は
、
主
治
医
と

　
相
談
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の
　
①
母
子
健
康
手
帳

　
②
印
鑑
（
印
鑑
を
つ
い
た
問
診
票
を

　
持
参
す
る
と
き
は
除
く
）
③
市
内
に

　
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、

　
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
か
ら

　
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を
も
ら

　
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

劇
団
あ
と
あ
公
演

☆
あ
と
む
の
時
間
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
☆

お
や
ゆ
び
姫
☆
と
う
さ
ん
の
す
る
こ
と

は
み
ん
な
好
き
☆
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女

■
と
　
き
　
4
月
1
1
日
㈹
午
後
3
時

　
～
、
午
後
7
時
～
の
2
回
公
演

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
市
民
会
館

■
前
売
券
　
1
、
0
0
0
円

■
発
売
所
　
公
演
実
行
委
員
会
ま
た

　
は
、
公
民
館
本
館
、
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
　
佐
野
涼
子
（
盈
5
7
－

　
5
0
1
2
夜
の
み
）
へ
。

交通安全キャンペーン＝

【】気をひきしめて交通事故防止

　3月は気候も温暖になり気がゆるみが

2月中の交通事故発生状況　（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷巻数 死者数

十日町市
平成4年 8（19） 8（19） 0（0）

平成3年 11（19） 12（20） 0（0）

川西町
津南町
中里村

平成4年 1（13） 1（16） 0（0）

平成3年 5（11） 7（16） 0（0）

計
平成4年 9（32） 9（35） 0（0）

平成3年 16（30） 19（36） 0（0）

路上に寝て乗用車にひかれる

7『　2月29咄午後9時50分　　　　　ごろ、中条地内の国道117号線

で、酒を飲んで路上に寝ていた男性が、

乗用車にひかれて頭がい骨骨折などの重

傷を負う事故が発生しました。運転者は

前方の安全確認を行い、歩行者は飲酒後

の歩行に十分気をつけましょう。

国
民
健
康
保
険
料
申
告
書
の
提
出
を

　
国
民
健
康
保
険
料
を
適
正
に
賦
課
す

る
た
め
に
は
、
世
帯
の
所
得
を
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の

世
帯
主
は
、
国
民
健
康
保
険
所
得
申
告

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料
に
は
、
所

得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
世
帯
に
つ
い

て
均
等
割
・
平
等
割
の
6
割
ま
た
は
4

割
を
減
額
す
．
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
減
額
は
所
得
を
把
握
し
な
い
と

で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
市
が
す
で
に
所
得
を
把
握
し

た
次
に
掲
げ
る
人
以
外
の
人
は
、
印
鑑

老
収
入
を
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
の

う
え
、
4
月
1
5
日
㈱
ま
で
に
保
健
衛
生

課
国
保
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
申
告

書
は
国
保
係
に
あ
り
ま
す
。

●
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
の
な
い
人

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
②
市

民
税
・
県
民
税
申
告
書
を
提
出
し
た
人

③
平
成
3
年
中
の
収
入
が
給
与
収
入
ま

た
は
年
金
収
入
の
み
の
人

な
お
、
保
険
料
が
減
額
さ
れ
る
世
帯
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
6
割
軽
減
対
象
世
帯

国
保
加
入
者
の
所
得
の
合
計
額
が
31
万

円
以
下
の
世
帯

▼
4
割
軽
減
対
象
世
帯

国
保
加
入
者
の
所
得
の
合
計
額
が
31
万

円
＋
2
2
万
5
千
円
×
（
世
帯
員
の
数
ー

1
）
以
下
の
世
帯

輝
き
を
求
め
て
冑
年
学
級
生
募
集

■
開
級
式
　
4
月
9
日
㈲
午
後

7
時
～
9
時
3
0
分

■
期
問
平
成
4
年
4
月

　
～
平
成
5
年
3
月
　
コ
ー
ス

学
習
は
毎
週
木
曜
日
午
後
7

時
～
9
時
3
0
分
（
各
コ
ー
ス

と
も
専
門
講
師
が
指
導
し
ま

す
）

■
経
　
費
　
▽
受
講
料
肺
無
料

　
▽
自
治
会
費
”
年
2
、
0
0

0
円
▽
教
材
費
ー
実
費
自
己

負
担

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
公

民
館
（
實
5
7
－
5
0
1
1
）
へ
。

灘　　一　　ス 内　　　　　　容

食　べ　も　の 健康を守る食生活を考えよう。

レクリエーション
＆ボランティア

レクリエーションの技術を学び、資格を

　　　　　　o目指そう。レク2級資格取得認定講座を
開設します。

焼　　　き　　物
手づくりの器で、潤いのある暮らしを見
つけよう。

シネマ＆ビジュアル ビデオの撮影・編集等の技術を学ぼう。

郷土文化研究 十日町の歴史や文化を知ろう。
美　　　　　　術 水彩画や油絵、イラストを学ぼう。

情報処理基礎

情報処理機器は、基礎からの学習で100
％使いこなせます。この機会に、機器と
友達になってみませんか？
情報化社会に遅れを取らないために！

全体学習会
　（特別講座）

みんなでテーマを決めて、みんなで楽し
く学ぶコミュニケーションタイムです。

自治会活動
学級生全員で組織し、スポーツ、キャシ
プ、小旅行、公民館まつり、雪像づくり
等の活動をします。

とお』げ夢お平成4年3月10日77
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石器の話

　
石
器
が
何
に
、
ど
の
よ
う
に
使
用

さ
れ
た
の
か
、
類
推
す
る
の
は
非
常

に
難
か
し
い
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た

　
い
し
さ
じ

「
石
匙
」
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
匙
と
い
う
て
も
ス
プ
ー
ン
と
し
て

の
用
途
を
も
っ
て
い
た
と
は
考
え
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
し
か
い

く
い
。
古
く
は
天
狗
の
飯
ヒ
と
言
わ

れ
て
お
り
、
現
在
で
は
石
匙
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
小
さ
な
突
起
を
も
っ
て
、

周
辺
を
て
い
ね
い
に
加
工
し
て
刃
を

つ
け
た
縦
、
横
形
の
石
器
で
あ
る
。

　
当
地
方
で
は
横
形
が
一
般
的
で
あ

る
が
、
写
真
の
よ
う
な
縦
形
も
ま
れ

に
発
見
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

発
見
例
は
少
な
い
。
縄
文
前
期
の
遺

跡
に
見
ら
れ
、
中
期
の
遺
跡
に
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、

そ
の
分
布
の
中
心
が
東
北
地
方
で
あ

る
こ
と
も
、
発
見
例
の
少
な
い
原
因

と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
縄
文
中
期
に

は
、
こ
の
石
器
に
か
わ
る
用
途
を
も
．

っ
た
ほ
か
の
、
ど
ん
な
形
の
石
器
が

使
わ
れ
た
の
か
と
興
味
は
ど
ん
ど
ん

深
ま
る
．
、

　
で
は
石
匙
は
、
ど
の
よ
う
な
機
能

を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
般

的
に
推
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
動
物

の
解
体
・
調
理
す
る
道
具
で
あ
ろ
う

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で

は
使
用
痕
の
観
察
の
研
究
か
ら
、
木

や
骨
を
削
っ
た
り
し
た
の
で
は
、
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。
小
さ
な
突
起
も
、

こ
こ
に
ひ
も
を
結
ん
で
腰
か
ら
ぶ
ら

さ
げ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
と
に
か
く
タ
イ
ム

マ
シ
ー
ン
で
縄
文
人
の
生
活
を
の
ぞ

い
て
み
な
く
て
は
解
ら
な
い
、
何
と

も
は
が
ゆ
い
こ
と
で
あ
る
。

　
縄
文
中
期
の
石
匙
の
か
わ
り
に
使

用
さ
れ
た
石
器
は
何
な
の
か
、
そ
れ

は
、
て
い
ね
い
に
加
工
し
な
く
て
も

す
ん
だ
剥
片
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
話
は
、
ま
た
後
に
し
よ
う
。

石匙（いしさじ）

　
中
山
さ
ん
は
総
理
府
が
募
集
し
た

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」
に
、

障
害
を
持
っ
た
娘
と
の
触
れ
合
い
を

書
き
綴
っ
た
作
文
を
応
募
し
、
み
ご

と
一
般
の
部
で
最
優
秀
賞
を
獲
得

し
、
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
五
十
歳
の
く
ぎ
り
と
五
十
肩
を

患
い
落
ち
込
ん
で
い
た
自
分
が
、
つ

つ
じ
工
房
に
通
う
体
の
不
自
由
な
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

⑳

＼な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
わ
た
し
は
走
り
出
し
な
が
ら
考

え
る
タ
イ
プ
な
ん
で
す
よ
」
と
話
す

中
山
さ
ん
は
今
、
行
儀
見
習
い
や
豊

か
な
心
を
教
え
て
や
り
た
い
と
茶
道

を
習
い
、
ワ
ー
プ
ロ
に
も
挑
戦
し
て

い
る
積
極
的
な
人
で
す
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
集
団
の
中
に
溶
け

込
ま
せ
た
り
、
走
る
こ
と
や
縄
と
び

な
ど
に
も
挑
戦
さ
せ
た
り
と
集
団
と

の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
て
育
て
て

供
た
ち
の
姿
に
勇
気
づ
サ
ら
れ
、
一

念
発
起
し
て
書
き
ま
し
た
」
と
応
募

の
き
っ
か
け
を
話
す
中
山
さ
ん
。
障

害
を
持
っ
た
子
の
親
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
に
悩
み
苦
し
ん
だ
時
期
も
あ
っ

た
が
、
今
で
は
遠
い
昔
の
思
い
出
。

娘
を
通
し
て
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合

え
、
助
け
ら
れ
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
、
自
分
自
身
の
成
長
の
糧
に
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き
ま
し
た
。
障
害
者
を
持
つ
家
族
は
、

家
庭
の
絆
を
強
く
し
受
身
で
は
な
く
、

積
極
的
な
働
き
か
け
が
大
切
と
い
う
。

中
山
さ
ん
の
家
族
は
五
人
。
四
年
生

の
息
子
と
も
姉
弟
仲
が
良
く
、
夫
や

し
ゅ
う
と舅
と
も
常
に
話
し
合
い
を
重
ね
、
家

族
の
絆
が
太
く
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
五
十
歳
を
超
え
、
二
十
一
歳
に
な

っ
た
娘
を
「
光
」
と
し
て
、
共
に
明

日
に
向
っ
て
生
き
て
い
く
姿
は
、
す

が
す
が
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

とおかまちの自然

　　　　　　つ　　　　（理科センター）

　タムシ容　⑳

　
山
の
斜
面
や
雑
木
林
の
中
な
ど
に

見
ら
れ
る
モ
ク
レ
ン
科
の
落
葉
小
高

木
で
す
。
幹
は
細
く
黒
褐
色
で
、
高

さ
3
～
9
㌶
に
な
り
ま
す
。

　
早
春
、
葉
に
先
が
け
て
、
5
～
9

紬
．
の
白
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
当
地

方
で
は
一
般
に
コ
ブ
シ
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
花
の
付
け
根
に
は
葉
が

付
か
な
い
の
で
、
キ
タ
コ
ブ
シ
と
区

別
で
き
ま
す
。
葉
に
は
香
り
が
あ
り
、

噛
む
と
甘
い
た
め
、
カ
ム
シ
バ
が
な

ま
っ
て
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

一
編
一
集
療
一
記
一

　
県
内
を
は
じ
め
全
国
七
十
余
り
の
市

町
村
と
広
報
紙
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
軌
こ
れ
は
、
歴
代
の
広
報
担
当
者
が
交

流
を
深
め
て
き
た
足
跡
。
広
報
紙
は
最

近
、
カ
ラ
！
・
二
色
・
再
生
紙
利
用
と
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
読
み
や
す
い
広
報
、
親
し
ま

れ
る
広
報
を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
当
市
の
市
報
も
四
月
号
か
ら

ち
ょ
っ
と
雰
囲
気
の
変
わ
っ
た
も
の
を

お
届
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。
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